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① 各リスク係数の信頼水準の引上げ（９０％ から９５％ に）
② １０年に一度の事象から２０年に一度の事象に対応する水準
③ 各リスク係数の基礎となる統計データのリニューアル
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２０１２年の金融危機後発足した金融安定理事会（Financial Stability Board：以下，FSB とい
う）は，金融機関の重要度に応じて自己資本比率を段階的に上乗せすることを求めた。日本の
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図表４ 保険会社のソルベンシー・マージン比率（生保）
生命保険会社名 ２０１４年３月期 ２０１５年３月期 ２０１６年３月期 ２０１７年３月期
日本生命 ７１７．１％ ７９５．５％ ９２２．７％ ９３３．９％
第一生命 ７７２．１％ ９１３．２％ ９００．８％ ８４９．２％
明治安田生命 ９４５．５％ １０４１．０％ ９３８．５％ ９４５．５％
住友生命 ８８８．２％ ９４４．２％ ８３５．４％ ８２６．９％
（出所）各社のディスクロージャー誌（統合報告書）により作成
図表５ 保険会社のソルベンシー・マージン比率（損保）
損害保険会社名 ２０１４年３月期 ２０１５年３月期 ２０１６年３月期 ２０１７年３月期
東京海上 ７２８．４％ ７８１．３％ ７９１．４％ ８９７．３％
SOMPO ７８３．１％ ７３７．９％ ７５０．２％ ８０６．１％
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まえて，我が国の金融庁は２０１４年９月に公表した「平成２６事務年度 金融モニタリング基本











レポート）も RAF と類似の枠組みである。ORSA レポートは，Own Risk and Solvency As-
sessment の略であり，リスクとソルベンシーの自己評価を行い，その結果をまとめた報告書










１０ G-SIBs とは，Global Systemically Important Banks の略でグローバルなシステム上重要な銀行のことであ
る。FSB が設定する金融規制の中では，G-SIBs に指定された銀行は別途上乗せの規制を受けることになってい
る。日本の３メガ銀行は G-SIBs に指定されている。
１１ ここでは詳細は触れなかったが，ORSA レポートは ERM（Enterprise Risk Management：全社的リスク管
理，統合的リスク管理）を行った結果をまとめた報告書ということも出来る。ERM の実態については，ERM
経営研究会（２０１５）や茶野・安田（２０１５），森本・松平・植村（２０１７）などが詳しい。
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